
お
知
ら
せ

申し込み方法

いわき市の
人口と面積

　人　口　334,552人　（－  193）
　　男　　165,615人　（－ 115）
　　女　　168,937人　（－ 78）
　世帯数　144,382世帯（＋　  5）
　面　積　1, 232. 26㎢
　令和３年６月１日現在／(前月比）

お 知 ら せ
Information

▶市政情報番組「いわきWith」
　毎週月曜日　19：00～19：30
　毎週金曜日　13：00～13：30（再放送）
　毎週土曜日　８：30～９：00（再放送）
▶GOOD DAY いわき プラス
　月～金曜日　７：45～／12：10～（再放送）

市政情報番組　毎週土曜日　８：55～
　
福島放送　　　　７月10日㈯　11：40～
　　　　　　　　８月14日㈯　11：40～
福島中央テレビ　７月17日㈯　９：25～
福島テレビ　　　７月18日㈰　13：55～
テレビユー福島　７月24日㈯　９：25～

福島テレビ　　　７月25日㈰　13：55～

※新型コロナウイルス感染症の影響により、
　中止・変更となる場合がありますので、事
　前に各担当へお問い合わせください。

※変更となる場合がありますので、広報広聴
　課広報係（☎22－7402）へお問い合わせい
　ただくか、市ホームページをご覧ください。
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都
市
整
備
課
管
理
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
５
３
０

　
い
わ
き
駅
並
木
通
り
地
区
第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
伴

い
、
７
月
31
日
㈯
を
も
っ
て
同

駐
車
場
を
廃
止
し
ま
す
。

　
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
４
５
２

　
現
在
交
付
し
て
い
る
医
療
費

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
10

月
31
日
㈰
で
す
。

　
７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け

て
、
更
新
の
お
知
ら
せ
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
８
月
31
日
㈫
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

令
和
２
年
分
の
所
得
の
申
告

　
が
必
要
で
、
未
申
告
の
方
は
、

　
受
給
者
証
を
更
新
で
き
ま
せ

　
ん
の
で
、
至
急
申
告
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
こ
ど
も
家
庭
課
家
庭
支
援
係

　
　
　
　
　
☎
27
・
８
５
６
３

　
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提

出
期
間
は
、
８
月
２
日
㈪
か
ら

31
日
㈫
ま
で
で
す
。

　
こ
の
届
け
に
よ
り
、
11
月
分

か
ら
来
年
10
月
分
ま
で
の
受
給

資
格
の
有
無
や
支
給
額
な
ど
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方

に
は
、
７
月
下
旬
か
ら
手
続
き

の
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
手
続
き
を
し
な
い
場

合
、
11
月
分
か
ら
の
手
当
が
一

時
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
地
区
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
支
所
（
小
名
浜
・
内
郷

支
所
を
除
く
）
で

 

な
お
、
い
わ
き
駅
北
口
駐
車

場
は
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

いわき市民コミュニティ放送（76.2M㎐）

市政だより

シルミルいわき

ラジオ福島（1431K㎐・90.2M㎐）

固定資産税・都市計画税　　　第２期
国民健康保険税　　　　　　　第１期
介護保険料（第１号被保険者）第１期

今月の納期（納期限８月２日㈪）

い
わ
き
駅
西
駐
車
場
を

廃
止

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
手
続
き
を

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
を

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強
調
月
間
で
す

　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
へ
の
理
解
を
深
め
、
明
る
い

社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う

廃止するいわき駅西駐車場入り口

申

　災
害
発
生
時
に
は
「
命
を
守
る
こ
と
」

と
「
け
が
を
し
な
い
こ
と
」
が
重
要
で
す
。

ま
ず
は
、
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。
自
分
の
命
を
守
れ
な
け
れ

ば
、
大
切
な
人
や
周
囲
の
方
を
助
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
を
「
自
分
の
こ

と
」
と
し
て
、
普
段
の
生
活
の
中
に
「
備

え
」
を
取
り
入
れ
て
お
く
こ
と
が
、
突
然

起
こ
る
災
害
に
備
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　今
後
活
動
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
、

団
体
と
し
て
の
目
標
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　災
害
は
決
ま
っ
た
と
き
、
決
ま
っ
た
場

所
で
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
災

害
時
の
対
応
に
絶
対
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

人
で
も
多
く
の
方
が
自
分
に
合
っ
た
「
備

え
」
を
行
い
、
命
を
守
り
、
難
を
避
け
ら

れ
る
よ
う
、
日
々
変
化
し
て
い
く
防
災
・

減
災
対
策
の
最
新
情
報
や
対
応
方
法
な
ど

を
適
時
に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

分
か
り
や
す
い
講
義
や
研
修
を
行
う
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
　「
災
害
へ
の
備
え
」
と
し
て
大
切
な

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　「
備
え
」
と
は
、
そ
の
人
に
合
っ
た
事

前
の
準
備
の
こ
と
で
す
。
「
備
え
」
は
、

非
常
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品
の
準
備
、
自

分
が
住
む
地
域
の
危
険
箇
所
と
避
難
所
ま

で
の
経
路
の
把
握
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と

き
の
行
動
の
確
認
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　例
え
ば
、
ポ
ー
チ
等
に
マ
ス
ク
や
携
帯

用
懐
中
電
灯
、
笛
、
ば
ん
そ
う
こ
う
な
ど
、

身
の
回
り
に
あ
る
も
の
を
そ
ろ
え
、
季
節

に
応
じ
て
汗
拭
き
シ
ー
ト
や
カ
イ
ロ
を
追

加
し
て
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
れ
ば
、
持
ち
歩

き
可
能
な
あ
な
た
だ
け
の
防
災
ポ
ー
チ
が

完
成
し
ま
す
。
備
え
の
一
歩
と
し
て
始
め
、

徐
々
に
非
常
用
持
ち
出
し
袋
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

Ｑ
　防
災
士
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　以
前
勤
め
て
い
た
会
社
で
、
甲
種
防
火

管
理
者
や
応
急
手
当
普
及
員
な
ど
の
資
格

を
取
得
し
て
い
く
中
で
、
防
災
に
関
す
る

知
識
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
、
防
災

士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

Ｑ
　防
災
士
の
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　地
域
や
社
会
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
対
応
・
対
策
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

防
災
・
減
災
対
策
の
啓
発
活
動
や
防
災
訓

練
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
行
政
機
関
と
連
携
し
、
災
害
に

備
え
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
り
添
え
る

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　啓
発
活
動
を
行
う
と
き
は
、
主
催
者
の

要
望
や
開
催
趣
旨
を
理
解
し
、
参
加
者
が

広報いわき　2021. 7　8

287

藁谷俊史さん
　ＮＰＯ法人福島県防災士会相談役
兼理事。実情に合った災害対応を分
かりやすく伝え、地域で防災を考え
るきっかけづくりに貢献している。

市
民
の
ひ
ろ
ば

※７月26日㈪に鹿島公民館で藁谷さんが講師を務める「いわきの防災取り組み講座」が行われます。
　受講を希望される方は、鹿島公民館（☎29－2250）へお問い合わせください。

居場所を知らせる笛やばんそうこうが入っ
た防災ポーチの見本

防災士養成講座で講師を務める藁谷さん

あなただけの
　防災ポーチから始めませんか
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運
賃
、
調
理
指
導
に
か
か
る
材

料
費
な
ど
は
別
途
）

　
各
地
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で　
来
年
１
月
31
日
㈪

※
日
程
は
、
受
講
決
定
後
、
個

　
別
に
調
整
し
ま
す
。

　
障
が
い
福
祉
課
支
援
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
４
８
５

　
①
車
い
す
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な

ど
＝
７
月
18
日
㈰
　
②
車
い
す

テ
ニ
ス
な
ど
＝
７
月
24
日
㈯
　

③
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
＝
７
月
31
日
㈯
　
④
車

い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

＝
８
月
７
日
㈯
　
⑤
車
い
す
卓

球
な
ど
＝
８
月
８
日
㈰

　
①
④
⑤
＝
10
時
〜
11
時
30
分

②
③
＝
13
時
〜
14
時
30
分

　
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
、
同
館
へ
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
☎
　
43
・
７
７
９

１
）
、
メ
ー
ル
（

jp

）
で

abilities@
city.iw

aki.lg.
sun-

　
　
障
が
い
福
祉
課
事
業
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
４
８
６

　
歩
行
を
含
む
日
常
生
活
動
作

や
、
音
声
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
、

点
字
の
学
習
な
ど

　
中
途
失
明
者
な
ど
視
覚
障
が

い
の
あ
る
方

　
無
料
（
歩
行
訓
練
に
か
か
る

　
生
活
排
水
対
策
室
経
営
企
画

　
課
業
務
係
　

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
５
１
９

　
①
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
、

書
道
、
新
聞
（
学
校
・
学
級
・

学
習
）
　
②
標
語

　
①
＝
小
・
中
学
生
　
②
＝
ど

な
た
で
も
可

　
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
り
付
け

て
、
〒
９
７
０―

８
６
８
６
　

生
活
排
水
対
策
室
経
営
企
画
課

へ
（
直
接
持
参
も
可
）

※

小
・
中
学
生
は
、
学
校
へ
持

　
参
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
９
月
30
日
㈭
必
着

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

の
参
加
者

日料 対 内 在
宅
生
活
訓
練
の
受
講
者

対 内 下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品

期

　未発表でオリジナルの、男女共同参画に関
する川柳や写真を募集します。
　①川柳＝１人３点まで　②写真＝１人１点
　市内に居住または通勤・通学している小学
生以上の方
　同センター、各支所などに備え付けの応募
用紙（市ホームページからも入手可）に必要
事項を記入し、②はカラーの
写真を添えて、〒973－8408　
内郷高坂町四方木田191　男
女共同参画センターへ（直接
持参・　・①は　可）
　９月３日㈮必着

　男女共同参画センター　☎27－8694
　　27－8641

　danjokyodosankaku@city.iwaki.lg.jp

男女共同参画に関する川柳・写真

対

期

内

申

募集

　空き家を活用し、地域コミュニティーの
再生や活性化につなげるため、空き家を地
域住民や学生などが利用できる公益的施設
などへ改修する際の工事費用の一部を補助
しています。来年度に改修を予定している
方の相談をお受けします。
　月～金曜日　８時30分～17時
　市内にある空き家を、公益的施設などに
使用する目的で改修し、10年以上使用でき
る方
　同課へ☎　か窓口で
※居住およびその他の使用実態がある空き
　家は対象となりません。

住まい政策課空き家対策係　☎22－7593
sumaiseisaku@city.iwaki.lg.jp

空き家の改修支援に関する相談を受け
付け

日

対

申

お
知
ら
せ

　

対象　　承認期間　　申し込み方法　　申込期間・期限　　とき　　時間
ところ　　定員　　内容　　料金　
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国
保
年
金
課
国
保
税
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
４
２
９

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
収
入
の
減
少
な
ど
の

影
響
を
受
け
た
被
保
険
者
の
う

ち
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
方

は
、
申
請
に
よ
り
減
免
し
ま
す

の
で
、
同
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
６
１
６

　
第
１
号
被
保
険
者
の
う
ち
、

一
定
の
基
準
を
満
た
す
方
は
、

　
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

　
　
　
　
　
☎
22
・
７
４
６
４

　
前
年
の
所
得
が
一
定
基
準
以

下
の
方
、
失
業
し
た
方
な
ど

　
本
年
７
月
分
〜
来
年
６
月
分

　
年
金
手
帳
か
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
確
認
で
き
る
書
類
、
失
業
な

ど
の
場
合
は
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
の
写
し
な
ど
を
持
参

し
、
窓
口
で

※

承
認
期
間
に
対
す
る
年
金
の

　
給
付
に
つ
い
て
は
、
該
当
す

　
る
免
除
の
区
分
に
よ
っ
て
減

　
額
と
な
り
ま
す
。

※

継
続
申
請
が
認
め
ら
れ
て
い

　
な
い
方
は
毎
年
度
、
窓
口
で

　
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
方
か
、
世
帯
の
主
た
る

生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
な
ど

の
減
少
が
前
年
の
３
割
以
上
と

見
込
ま
れ
る
方

　
７
月
20
日
㈫
〜
来
年
３
月
31

日
㈭

負
っ
た
方
か
、
世
帯
の
主
た
る

生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
な
ど

の
減
少
が
前
年
の
３
割
以
上
と

見
込
ま
れ
る
方

申
請
に
よ
り
減
免
し
ま
す
の
で
、

同
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
生
活
困
窮
者
な
ど

　
介
護
保
険
料
が
第
１
段
階
か

ら
第
５
段
階
の
方
で
、
そ
の
方

の
属
す
る
世
帯
が
、
生
活
保
護

法
に
定
め
る
要
保
護
者
と
同
程

度
に
困
窮
し
て
い
る
方
な
ど

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
の
影
響
を
受
け
た
方

　
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を

　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
事
業

　
推
進
係
　
☎
27
・
８
５
７
５

　
８
月
２
日
㈪
・
４
日
㈬
・
６

日
㈮
・
11
日
㈬
・
18
日
㈬
・
20

日
㈮
・
23
日
㈪
・
25
日
㈬
・
27

日
㈮
・
30
日
㈪
（
全
10
回
）

　
13
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生涯学習課生涯学習係　☎22－7556
いわきヒューマンカレッジ

　市民の高度で専門的な学習ニーズに応えるいわ
きヒューマンカレッジを本年も開講します。内容
や申し込み方法など詳しくは、７月上旬から各公
民館・支所などに備え付けの申込書をご覧になる
か、生涯学習プラザ（☎37－8888）へお問い合わ
せください。

開講

　７月26日㈪から８月６日㈮まで、破砕設備の点検整備に伴
い、燃やす大型ごみの受け入れを休止します。
　休止期間中は、南部清掃センターを利用してください。不
便をお掛けしますが、理解と協力をお願いします。

清掃管理事務所事業係　☎56－7963

北部清掃センターで燃やす大型ごみの受け入れを休止

所 定 内 料

対期

対対

申 承


